
音や映像から情報を引き出す

大事なものを見分け，学び，認識する
－視覚の特性を反映した未登録物体の自動検出と学習－

B-3-3

どんな研究？ もたらされる変革

与えられた映像の中から，
１．重要と思われる「もの」を視覚の特性に
基づく処理で自動的に抽出し，

２．その「もの」に関する情報を互いに
やりとりしながら少しずつ成長する

•コンテンツの一致を検出するのみならず，
人間の知覚との親和性が高い
的確な映像探索が実現可能になります．

•注目すべき「もの」を自動抽出する機能は
将来，ロボットの視覚機能を

どんな研究？ もたらされる変革

やりとりしながら少しずつ成長する
映像認識探索システムを提案します．

将来，ロボットの視覚機能を
高度化できることが期待されます．

自動的に「もの」を見つける難しさ 解決策
•「もの」が何か？ を知らなければ，
どこに「もの」があるか？ を特定できない．

•一方で，最初からあらゆる全ての「もの」を
登録し記憶させることは不可能．

•視覚特性に基づく処理で算出した顕著性から
注目すべき箇所を特定

•注目箇所にある，「もの」と思われる
領域を自動的に抽出

注目位置推定

注目領域抽出

注目位置推定 注目領域抽出
•視覚機構の非決定的特性※を反映した処理に
より，人間が注目しやすい箇所を特定

•注目しやすい箇所の画像特徴量に基づき，
「もの」と思われる領域を自動抽出

登録し記憶させることは不可能． 領域を自動的に抽出 注目領域抽出

注目確率が高い≒
そこに「もの」が
ある確率が高い

文献 [1] 参照 文献 [2] 参照

顕著度入力映像 注目位置分布確率的顕著度

初期視覚特性に
基づく処理で
目立つ度合い＝
「顕著性」を
自動的に算出

脳内処理の雑音に
起因して確率的に
変動する顕著度を
統計的処理により
逐次的に推定 顕著性の高さと

注目位置分布 事前確率 注目領域

領域抽出結果を
次時刻の領域抽出の
手がかりに利用

ある確率が高い

移動させる？
留まる？
視線移動戦略

注目領域抽出注目位置推定
映像入力

注目すべき箇所を視覚特性を
考慮した処理により自動特定

「もの」らしい領域を
注目位置から自動抽出

自動的に算出 逐次的に推定 顕著性の高さと
視線移動戦略を考慮、
統計モデルで推定 入力映像 特徴量尤度

「もの」の持つ画像特徴量を
混合正規分布でモデル化（※ 同一映像を同一人物が見ても，

時と場合で注目位置が異なる）
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画像認識・探索モデル学習
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注目領域から「もの」が
何であるか？を特定

注目領域の画像特徴量と
教示情報との関係性を学習
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